
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
八
年
度
土

岐
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
三
号
）

に
つ
い
て
」
は
、
前
年

度
繰
越
金
の
額
の
確
定

に
よ
り
、
百
二
十
万
円

を
介
護
給
付
費
準
備
基

金
積
立
金
に
積
み
立
て

る
も
の
で
、
執
行
部
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
土
岐
市
憩
い
の
家

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
」

は
、
妻
木
憩
い
の
家
を
廃
止
す
る

も
の
で
、
廃
止
後
の
利
用
計
画
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
や
ま
び
こ

作
業
所
と
し
て
使
用
す
る
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
及
び
瑞
浪
市
休
日
急

病
診
療
所
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
も
の
で
、
執
行
部
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
設
置
に
つ
い
て
」
は
、

高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
医
療
費
の

伸
び
の
抑
制
な
ど
世
代
間
の
負
担

の
不
公
平
感
の
解
消
の
た
め
、
都

道
府
県
単
位
の
広
域
連
合
で
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ

た
も
の
で
、
執
行
部
の
説
明
の
あ

と
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
保
険
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
七
十
五
歳

以
上
の
社
会
保
険
及
び
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
、
後
期
高
齢
者
保

険
に
移
行
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

は
、
第
四
回
定
例
会
で
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
る
議
案
で
あ
り
、
こ

2007年2月15日
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第
五
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委
員
会
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報
告

審
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報
告
 

第
五
回
定
例
会
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
 

岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
設
置
な
ど
審
査

企
業
立
地
促
進
条
例
を
可
決

副
市
長
定
数
条
例
な
ど
審
査

平
成
十
八
年
第
五
回
土
岐
市
議

会
定
例
会
が
、
十
一
月
三
十
日
か

ら
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
の
二
十

三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。今

定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
関

係
四
件
、
土
岐
市
職
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な

ど
条
例
関
係
八
件
、
そ
の
他

の
案
件
七
件
の
議
案
に
つ
い

て
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
第
四
回
定
例
会
に
お
い

て
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

土
岐
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
土

岐
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
二
件
に
つ

い
て
は
、
今
議
会
も
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た

平
成
十
七
年
度
土
岐
市
一
般
会
計

決
算
の
認
定
及
び
八
特
別
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
議
会
内

に
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

閉
会
中
に
審
査
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
主
な

審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
「
平
成
十
八
年
度
土
岐
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
三
号)

中
、
歳

出
の
部
所
管
部
分
に
つ
い
て
」
は
、

総
額
二
百
九
十
五
万
五
千
円
の
追

加
補
正
を
す
る
も
の
で
、
執
行
部

の
説
明
の
あ
と
、
就
労
継
続
支
援

金
の
根
拠
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
二
十
日
前
後
の
通
所
で
自
己

負
担
金
が
一
日
六
百
円
程
度
で
あ

り
、
そ
の
二
分
の
一
の
三
百
円
に

通
所
日
数
等
を
乗
じ
た
金
額
で
あ

る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
八
年
度
土
岐
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
に
つ
い
て
」
は
、
前

年
度
繰
越
金
の
額
の
確
定
に
よ

り
、
五
千
百
三
万
一
千
円
を
国
民

健
康
保
険
基
金
積
立
金
に
積
み
立

て
る
も
の
で
、
執
行
部
か
ら
説
明

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

▲企業立地予定地（プラズマ・リサーチパーク内）

▲文教厚生常任委員
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れ
ま
で
市
の
施
策
と
し
て
保
育
料

の
維
持
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
施

策
の
変
更
が
あ
っ
た
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、
保
育
料
の
値
上
げ
は
集

中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
背
景
に
は
財
政
事
情
が
あ

る
。
ま
た
保
育
料
は
絶
対
上
げ
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
現
在

で
も
で
き
る
限
り
安
く
と
い
う
考

え
に
変
わ
り
は
な
く
、
施
策
が
変

わ
っ
た
と
は
理
解
し
て
い
な
い
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
終

了
後
、
一
度
に
千
五
百
円
を
上
げ

る
こ
と
に
は
反
対
す
る
と
の
討
論

が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

﹇
審
査
結
果
﹈
▼
平
成
十
八
年
度

土
岐
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）
中
歳
出
の
部
所
管
部
分

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
　
▼

平
成
十
八
年
度
土
岐
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）
《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》

▼
土
岐
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）
《
全
会
一

致
・
原
案
可
決
》
　
▼
土
岐
市
憩

い
の
家
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
《
全
会
一
致
・

原
案
可
決
》
　
▼
土
岐
市
及
び
瑞

浪
市
休
日
急
病
診
療
所
組
合
規
約

の
変
更
《
全
会
一
致
・
原
案
可

決
》
　
▼
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
設
置
《
全
会
一

致
・
原
案
可
決
》
　
▼
土
岐
市
立

幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正
《
賛
成

多
数
・
継
続
審
査
》

建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
主
な

審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
「
平
成
十
八
年
度
土
岐
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
三
号)
中
、
歳

出
の
部
所
管
部
分
に
つ
い
て
」
は
、

岐
阜
県
の
道
路
建
設
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
費
が
増
額
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
伴
う
負
担
金
の
増
額
は
あ

る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
事
業

量
や
事
業
箇
所
の
追
加
に
よ
り
負

担
金
が
増
額
し
た
も
の
で
、
こ
れ

ら
の
変
更
は
通
例
で
あ
る
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い

て
」
は
、
執
行
部
か
ら
通
行
人
が

市
の
管
理
す
る
排
水
路
に
転
落
し

負
傷
し
た
事
故
に
伴
う
賠
償
金
で

あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
企
業
立
地
促
進
条
例

に
つ
い
て
」
は
、
目
的
税
で
あ
る

都
市
計
画
税
を
奨
励
し
て
い
る
市

は
県
下
で
三
市
し
か
実
施
し
て
い

な
い
が
直
接
的
な
動
機
は
何
か
と

の
質
疑
が
あ
り
、
三
市
の
う
ち
二

市
が
東
濃
沿
線
で
あ
り
、
近
隣
市

に
負
け
な
い
条
例
と
す
る
こ
と
で

企
業
立
地
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
、
続
い
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る

美
濃
焼
産
業
界
は
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
産
業
界

と
の
事
前
協
議
は
し
て

い
な
い
が
、
本
市
は
陶

磁
器
産
業
の
振
興
を
基

本
と
し
て
他
産
業
と
の

均
衡
を
図
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
次
に
、

契
約
交
渉
さ
れ
た
山
本

製
作
所
は
こ
の
条
例
が

適
用
さ
れ
る
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
山
本
製
作

所
は
操
業
開
始
が
次
年

度
以
降
と
な
り
対
象
と

な
る
旨
の
答
弁
が
あ

り
、
続
い
て
、
企
業
誘
致
に
際
し

て
融
資
制
度
は
あ
る
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い

て
、
思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
で

は
な
い
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
財

源
が
確
保
で
き
な
い
施
策
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
、
産
業
観

光
の
街
づ
く
り
を
課
題
に
、
地
場

産
業
、
商
業
、
観
光
共
に
拡
大
し

て
い
き
た
い
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
質
疑
終
了
後
、
基
幹
産
業

で
あ
る
陶
磁
器
産
業
と
の
整
合
性

が
明
確
で
な
く
、
目
的
税
で
あ
る

都
市
計
画
税
を
奨
励
措
置
す
る
必

要
が
な
い
と
の
反
対
討
論
、
本
市

の
将
来
の
た
め
重
要
な
条
例
で
あ

る
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
土
岐
川
防
災
ダ
ム
一
部
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」
は
、

法
律
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
執
行

部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和

解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
は
、
通

行
人
が
市
の
管
理
す
る
排
水
路
に

転
落
し
負
傷
し
た
事
故
に
つ
い
て

の
賠
償
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
、
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
事
故
発
生
後
は
原
因

の
究
明
と
対
策
の
徹
底
、
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
事
故
防
止

に
努
め
て
い
る
旨
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、
第

四
回
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
る
案
件
で
あ
り
、
各
委
員
か

ら
市
民
へ
の
周
知
が
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
し
理
解
さ
れ
て
い
な
い
、

ゴ
ミ
袋
の
料
金
と
処
理
手
数
料
の

整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

三
つ
の
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ

土
岐
市
企
業
立
地

促
進
条
例
な
ど
審
査

建
設
経
済
常
任
委
員
会

▲建設経済常任委員
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ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
行
政
側

か
ら
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
、
結
論

を
出
す
に
は
早
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
賛
成
多
数
で
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

﹇
審
査
結
果
﹈
▼
平
成
十
八
年
度

土
岐
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）
中
歳
出
の
部
所
管
部
分

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
　
▼

平
成
十
八
年
度
土
岐
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
　
▼

土
岐
市
企
業
立
地
促
進
条
例
《
賛

成
多
数
・
原
案
可
決
》
　
▼
土
岐

川
防
災
ダ
ム
一
部
事
務
組
合
規
約

の
変
更
《
全
会
一
致
・
原
案
可

決
》
　
▼
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》
　
▼

土
岐
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
《
賛

成
多
数
・
継
続
審
査
》

企
画
総
務
常
任
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
主
な

審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
「
平
成
十
八
年
度
土
岐
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
中
、

歳
入
の
部
全
部
、
歳
出
の
部
等
所

管
部
分
に
つ
い
て
」
は
、
執
行
部

の
説
明
の
あ
と
「
歳
入
の
う
ち
地

方
交
付
税
の
額
の
確
定
に
伴
う
歳

入
補
正
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
よ

り
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
」
と
の

質
疑
が
あ
り
、「
当
初
予
算
で
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
前
年
度

よ
り
低
く
見
込
ん
で
い
た
が
、
額

の
確
定
が
前
年
度
並
み
と
な
り
、

予
想
よ
り
良
い
結
果
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
」
旨
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
「
教
育
費
補
助
金
の

次
世
代
育
成
支
援
対
策

交
付
金
の
交
付
基
準
に

つ
い
て
」質
疑
が
あ
り
、

「
補
助
金
の
上
限
の
五

十
四
万
円
を
予
算
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
、
質
疑

終
了
後
、「
歳
入
の
一

般
財
源
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
負
担

金
に
充
当
さ
れ
る
の
で

反
対
と
の
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
副
市
長
定
数
条
例
に

つ
い
て
」
は
、
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
で
副
市
長
の
定
数
を
定
め

る
も
の
で
、
そ
の
定
数
を
一
人
と

す
る
も
の
。
執
行
部
の
説
明
の
あ

と
「
助
役
か
ら
副
市
長
に
す
る
理

由
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
、

「
市
民
に
対
し
て
助
役
よ
り
副
市

長
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
名
称
で

あ
り
、
副
市
長
に
権
限
を
付
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
「
市
長
が

副
市
長
に
権
限
の
委
任
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
市
民
に
ど
の
よ
う
に

周
知
さ
せ
る
の
か
」
と
の
質
疑
が

あ
り
、「
そ
の
旨
を
告
示
し
て
周

知
す
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
は
、
助
役
を
副
市
長
に
、
収

入
役
を
見
直
し
、
吏
員
を
職
員
に

改
め
る
こ
と
に
伴
い
関
係
条
例
を

整
理
す
る
も
の
。
執
行
部
の
説
明

の
あ
と
「
名
称
が
市
職
員
に
一
本

化
さ
れ
て
い
る
が
給
与
条
例
等
に

影
響
は
な
い
の
か
」
と
の
質
疑
が

あ
り
、「
こ
れ
ま
で
の
と
お
り
何

も
変
わ
り
は
な
い
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
「
土
岐
市

助
役
を
置
か
な
い
こ
と
の
条
例
は

廃
止
さ
れ
る
が
、
こ
の
条
例
は
四

月
一
日
施
行
で
あ
り
、
市
長
の
任

期
中
は
副
市
長
を
置
か
な
い
こ
と

の
条
例
は
必
要
で
は
な
い
か
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、「
四
月
か
ら
は

不
在
と
し
て
対
応
す
る
」
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
職
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
は
、
一
般
部

局
の
職
員
四
百
五
十
一
人
を
四
百

二
十
四
人
に
、
教
育
委
員
会
の
所

管
に
属
す
る
学
校
及
び
学
校
以
外

の
教
育
機
関
の
職
員
を
百
十
四
人

か
ら
七
十
五
人
に
、
消
防
機
関
の

職
員
六
十
五
人
、
水
道
事
業
の
事

務
部
局
の
職
員
二
十
七
人
を
そ
れ

ぞ
れ
七
十
人
と
二
十
人
に
、
合
計

千
百
十
八
人
を
千
五
十
人
の
六
十

八
人
を
削
減
す
る
も
の
。
執
行
部

の
説
明
の
あ
と
「
定
数
を
定
め
る

に
当
た
っ
て
の
数
字
の
根
拠
に
つ

い
て
」
質
疑
が
あ
り
、「
現
状
に

合
わ
せ
た
人
員
に
プ
ラ
ス
少
し
余

裕
を
み
て
決
め
て
い
る
」
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
「
定

数
は
単
に
数
字
合
わ
せ
だ
け
で
、

市
民
の
た
め
に
何
人
必
要
か
を
把

握
し
て
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
各
部

課
等
に
お
い
て
調
査
を
し
て
決
め

て
い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
質
疑
終
了
後
、「
国
が
自
治

体
リ
ス
ト
ラ
で
職
員
を
削
減
し
て

い
く
中
で
、
地
域
住
民
の
生
活
を

守
っ
て
い
く
市
職
員
の
定
数
を
削

減
す
る
こ
と
に
は
反
対
」
続
い
て

「
職
員
定
数
は
、
市
の
施
策
と
し

て
市
の
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る

の
で
賛
成
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
「
土
岐
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

土
岐
市
副
市
長
定
数
条
例
な
ど

七
議
案
の
審
査

企
画
総
務
常
任
委
員
会
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正
に
つ
い
て
」
は
、「
休
息
時
間

の
廃
止
等
国
に
準
ず
る
所
要
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
で
、
執
行
部
の

説
明
の
あ
と
「
第
八
条
に
規
則
で

定
め
る
も
の
と
あ
る
が
そ
の
内
容

は
何
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
人
事
院
規
則
に
準
じ
児
童
福
祉

法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を

行
う
施
設
に
そ
の
子
を
出
迎
え
に

行
く
た
め
赴
く
職
員
の
こ
と
」
で

あ
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
「
職
員
組
合
と
の
調
整
は

で
き
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
が

あ
り
、「
職
員
組
合
と
は
合
意
し

て
い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
質
疑
終
了
後
、「
第
七
条
を

削
除
し
、
職
員
の
労
働
時
間
が
短

縮
さ
れ
な
い
こ
と
に
反
対
」
続
い

て
「
職
員
組
合
と
も
合
意
が
な
さ

れ
て
お
り
、
働
く
厳
し
さ
は
一
般

市
民
と
と
も
に
分
か
ち
合
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
育
児
又
は

介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤

務
に
つ
い
て
は
拡
大
さ
れ
て
い
る

の
で
賛
成
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

﹇
審
査
結
果
﹈
▼
平
成
十
八
年
度

土
岐
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）
中
歳
入
の
部
全
部
・
歳
出

の
部
所
管
部
分
・
そ
の
他
所
管
部

分
《
賛
成
多
数
・
原
案
可
決
》

▼
土
岐
市
副
市
長
定
数
条
例
《
全

会
一
致
・
原
案
可
決
》
　
▼
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
公
布
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
《
全
会
一
致
・
原

案
可
決
》
　
▼
土
岐
市
職
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
《
賛
成
多
数
・

原
案
可
決
》
　
▼
土
岐
市
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
《
賛
成
多
数
・
原

案
可
決
》
　
▼
土
岐
市
消
防
賞
じ

ゅ
つ
金
及
び
殉
職
者
特
別
賞
じ
ゅ

つ
金
条
例
の
一
部
改
正
《
全
会
一

致
・
原
案
可
決
》
　
▼
土
岐
市
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
改
正
《
全
会
一
致
・
原
案
可

決
》
　
▼
「
東
濃
西
部
広
域
行
政

事
務
組
合
規
約
の
変
更
《
全
会
一

致
・
原
案
可
決
》

平
成
十
八
年
第
五
回
定
例
会
に

お
い
て
、
閉
会
中
の
審
査
を
付
託

さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
平
成
十
七

年
度
の
病
院
・
水
道
事
業
会
計
決

算
認
定
の
二
件
で
す
。

▼
「
病
院
事
業
会
計
決
算
」
で
は
、

入
院
患
者
、
外
来
患
者
の
減
少
の

理
由
、
未
収
金
の
対
策
、
赤
字
と

な
る
自
治
体
病
院
の
要
因
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
使
用
、
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
の
薬
の
単

位
、
数
量
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

質
疑
が
な
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
を

し
た
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

▼
「
水
道
事
業
会
計
決
算
」
で
は
、

第
七
次
拡
張
事
業
の
目
標
年
次
十

年
間
延
長
の
理
由
、
国
債
購
入
の

理
由
、
水
道
料
金
値
下
げ
予
定
の

有
無
、
配
水
池
の
地
震
対
策
に
つ

い
て
、
質
疑
が
な
さ
れ
、
慎
重
に

審
査
を
し
た
結
果
、
全
会
一
致
に

よ
り
、
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

﹇
審
査
結
果
﹈
▼
平
成
十
七
年
度

土
岐
市
病
院
事
業
会
計
決
算
の
認

定
《
全
会
一
致
・
原
案
認
定
》

▼
平
成
十
七
年
度
土
岐
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
《
全
会
一
致
・

原
案
認
定
》

土 岐 市 議 会 だ よ り  土 岐 市 議 会 だ よ り  
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平
成
十
七
年
度
病
院
・

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

決
算
特
別
委
員
会

※会期中はライブ中継を
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